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18才男， l昭和4＇.）年 2月 人間ドックで胸部X線搬影
の結果，右肺門部の異常陰影を指摘された．その後＇l1'i






























































































































































































名 13.1%であった． 要f~j検者の間接診断は， 胃癌の





；慢性胃炎， 32；胃潰川， 3; i'il.)j縦i{, 6；胃ポリ
プー， 2; ＂雪崩，2；であった．検出した胃癌は2例
とも早期癌ではなかったか，全国集検と比較して略々
同じ疾病頻度であった．
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14.岐大第1外科に於ける急性腹症の統計的
観察
岐大第1外科
鈴木剛・下野達宏・小川隆
松浦昭吉・岡田昭紀
昭和34年より昭和43年lζ至る10年間の当第1外科lζ
於ける急性腹症の統計的観察を行ない知見を得たので
報告する．全症例数は 627例であった．乙れらの症例
について，疾患別，年令別頻度を見，特lζ急性虫垂炎
及び腸閉塞性疾患を中心i乙前者は白血球数頻度を各
型！と分類して，年令，性別，疾患別の商から考察を加
えて見だ．
15.最近経験した胃壁内副勝3191J
岐大第l外科
林 淳治
心宮部から，胸部にわたる鈍痛，膨満感を訴えて来
院した3名の患者について，胃腸透視検査，ガストロ
カメラ検査を実施し，幽門輪近くの大智側よりlζ，陰
影欠損があり，その中央l乙Centralpitを認めました．
手術の結果， 胃壁内副隣であることが確認されまし
た．我々はζれらの症例について，検討を加えるとと
もに，迷入勝について， 2,3の文献的考察を加え報告
しました．
16.膝頭，後腹膜淋巴管腫の1例
県立岐阜病院外科
伊藤隆夫・須原邦和
同 放射線科奥 孝行
41才の男で下血を主訴とし，十二指腸透視で，下行
脚IC良性の腫癌が疑われた患者で，関腹したととろ，
膝頭部lζ始まり，十二指腸下行脚から，上下水平部lζ
及ぶ手拳大の軟かい腫癒を認め，出血源を確めるため
十二指腸切開をすると，淋巴管騒の上部にあたる後壁
IC抱指頭大のポリープ様の高まりがあり，その粘膜は
擬燭状を呈し．容易に出血をした．癒着の程度，大き
さ，残存再発の可能性を考慮して摘出は断念したが，
局所の反応性 fibrosisによって十二指腸粘膜からの出
血を防止するため，術後Ca6o照射を行ない，幸にして，
現在，下血はなくなり，労働lζ従事している．尚，病
理組織学的lζは淋巴管腫で一部海綿状血管腰の混存を
認めた．比較的稀なものとされる勝頭，後腹膜淋巴管
腫の Co6o照射奏効の l例を経験したので報告した．
17. 成人購ヘルニア厳屯に依る穿子L性腹膜炎
の191
岐大第2外科
0今村健・中条武
胸部にできるヘルニアは乳児隣ヘルニア．新生児隣
務ヘルニア，成人隣ヘルニアの3.fililζ分類される． ζ
のうち成人隣ヘルニアは，欧米においては普通にみら
れる疾患であるにもかかわらず，本邦におけるその発
生は非常に少ない．
我叫ま最近急性イレウス及び急性腹膜炎の症状を：た
たし緊急開腹術の結果j跨ヘルニアの依屯，並びにそ
の穿孔によるものであることが判明した症例を経験し
た．
ヘルニア内容は回腸であり，被膜より遊離したとと
ろ暗赤紫色lζ変色しており，ヘルニア門の部分で回腸
に穿孔がみられ腹腔内lζ｛更が流出していた．回腸の変
色部分を切除し端々吻合して腹壁を補強して手術を終
了した．術後順調に経過し全治退院した．
18. 再発を来たしたクローン氏病の2191
岐阜市民病院外科
島田修・安江幸洋
症例1 患者は19才男子，主訴腹痛．既往歴昭
和41年12月，急性虫垂炎として開腹回腸末端より15
cm！ζ亘る腸管竪の強い発赤，浮腫あり 切除，回腸上
行結腸の端々吻合を行なう．現病歴，昭和43年6月
腹痛膨満感を来たし，右側腹部lζ圧痛抵抗著明，吻
合部l乙一致し鴛卵大弾性硬の腫癌あり 切除，前回
同様組織学的にクローン氏病の診断を受く．
症例2 55才男子，主訴右下腹部の腫儲．既往歴
昭和4.l年10月より右下腹部に鈍痛あり，同年l己月 右
下腹部lζ鶏卵大腫濯を認め， 盲腸癌として切除，組織
学的にクローン氏病の診断を受く．昭和43年5月 再
び右側腹部lζ驚卵大腫溜を触知，腹痛あり 来i;:c.前
回の回腸横行結腸吻合部lζ鶏卵大弾性硬・粘膜面l乙深
い潰療を形成する腫癌あり 切除，病理組織学的にク
ローン氏病の診断を受けた．其の他若干の文献的考察
を加えた．
